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▶ミニ企画展 これでキミも考古学者！ 

私たちが暮らす地面の下には、昔の人が建てた家の跡や使っていた道具などが残されて

います。それらから昔の人々の暮らしを調べるのが考古学です。 

今年は土器に注目。考古学者の目線で、土器の謎に迫ります。 

 

開催期間 7 月 20 日 (水曜日)～8 月 28 日(日曜日) 

 

会  場 本庄早稲田の杜ミュージアム交流ひろば 

 

 

▶土器・どきワークショップ 

「ミニ企画展 これでキミも考古学者！」の開催にあわせ期間限定のワークショップを

開催します。予約不要ですので、お気軽にご参加ください。日にちにより体験できるプロ

グラムが変わります。プログラムの日程は、チラシをご確認ください。 

 

日  程 7 月 23 日(土曜日)から 8 月 28 日(日曜日)までの土・日

曜日(7 月 24 日を除く)・祝日及び 8 月 12 日(金曜日)・

16 日(火曜日) 

対  象 どなたでも 

費  用 無料(土器デザイントートバッグづくりのみ 100 円) 

申  込 不要 

注  意 開館時間中は自由に体験できますが、会場内の密集を避 

けるため、参加人数を制限する場合があります。 

 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 本庄市教育委員会 文化財保護課   担当：山田・松橋 

                       電話：０４９５（７１）６８７８ 

 

夏のイベントのご案内 



  

 

 

 

ミニ企画展「これでキミも考古学者！」では、解説パネルと市内の遺跡から出土した縄

文土器、弥生土器、土師器、須恵器の展示をとおして、文字のなかった時代の歴史を知

る手がかりのひとつである「土器」の謎に迫ります。 

 

土器ってなに？  

粘土で動物や乗り物などをつくって、そのままほっておいたら、硬くなっていた、なん

てことありませんか？粘土は、さらに火で焼くと、成分が化学変化して硬くなり、水に

つけても元の粘土にもどらなくなります。粘土のこうした性質を利用して、器の形につ

くった粘土を、火の中に入れて焼いた焼き物が土器です。土器は、ものを入れる容器で

あり、食べ物を煮たりする調理の道具です。 

 

土器の誕生でなにが変わったの？ 

／食事のメニュー／ 

人類は、おおよそ 150 万年前ごろから火を使うようになり、それ以降、食べ物の食べ方

は生のものと焼いたものの２つでした。土器が使われるようになって初めてものを煮て

食べる生活が始まったのです。 

皆さんの食事を思い浮かべてください。味噌汁やスープ、カレーやシチューも煮てつく

る食べ物です。うどんなど麺類は、もちろん麺を茹でないと食べられません。魚や肉、

野菜などいろいろな食べ物を組み合わせて煮ることで、うまみが合わさりおいしくなる

こともあります。生では傷みやすい食べ物も煮ると長持ちします。 

／人々の暮らし／ 

土器という鍋や釜でものを煮て食べるようになることで、それまで食べられなかったも

のが食べられるようになりました。食べ物の範囲が大きく広がったことは、その後同じ

場所で長い間暮らす生活のきっかけとなりました。また、離乳食が必要な小さな子ども、

硬い食べ物が食べづらくなったお年寄りや病気の人には、煮たり、茹でたりした柔らか

い食べ物は、生きるための助けとなったことでしょう。土器は、人々の寿命を延ばす道

具でもあったのです。 

 

■ミニ企画展「これでキミも考古学者！」 

令和３年度に初開催。考古学ってなに？をテーマに、発掘調査や整理調査について紹

介しました。 

■ポスター掲載写真 ※常設展示中 

 新宮遺跡（しんぐういせき／本庄市児玉町共栄）出土の縄文土器。一般的な縄文土器

の２倍を超える巨大で躍動的な装飾が特徴。新宮遺跡は縄文時代中期に営まれた大規

模な環状集落。 






